


"全日本鷺史"ウェブサイトをつくる
全国のバードウォッチャーが鷺山情報を寄せられるウェブサイト
をCMSを使ってつくります。
FacebookやTwitterなどのSNSを利用し、情報収集・交換します。
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地図上に情報を集約する

今回は、まずは私自身の研究対象である鷺山を題材にしますが、これは練習問題の
位置づけで考えています。将来的に、他の鳥や生物でも応用できる仕組みにします。

情報をお持ちの方を直接訪問する

情報の中でも特に、"いつ" "どこに" 鷺山が存在
したかを正確に記録することが重要です。

ウェブサイトでは、Google Earthと連携して
地図上に情報を集約していくようにします。
そのためのパッケージをRを使って構築します。

試作中の茨城鷺山マップ。元データが
自動的にGoogle Earth上に表示される。→

(既存マシン&サーバ使用、有料モジュール等の購入費)

(既存マシン使用)
昔の鷺山は、その時期に合ったGoogle Earthの
衛星画像に遡って表示します。

日本各地で昔の鷺山を良く知る方を訪ね、"語り部"と
なっていただいて、人々の記録と記憶を辿ることで過去
の情報を掘り起こします。同時に、博物館などに保管さ
れている資料や蔵書も辿ります。

→さいたま市・さぎ山記念館の資料
(旅費)

主眼としたいのは、現在の鷺山情報の共有よりは、むしろ過去の鷺山情報の共有・収集・体系化
です。今ある鷺山は過去にどんな変遷を辿ってきたのか？ 十数年前～江戸時代、それより昔の
鷺山の様子は？ などの知見は、多くの人が共有してよい財産ではないかと思います。

得られた情報はウェブサイトにアップします。
(内容を公表できない場合は情報が存在することのみ)


